2010年　社会構造分析　中間課題
問題用紙
説明：
・以下の２つの問題からいずれかを選び論文形式で答えなさい。
・必ず文献からの例を挙げなさい(トムリンソン、ブルデュー、フーコー、サイード)。
・論文形式で解答し、1,200字以内で論じなさい。
・提出締め切りは6月16日、授業中となります。授業に持参しなさい。15日の９：００～16日の９：００までの間に電子ファイルでの受付も可能です。宛先は　thiesmey@sfc.keio.ac.jp
及びTA　s.watanave@gmail.com へ下さい。
1． サイードはいう。「オリエントの知識は…オリエントや東洋人やオリエント世界を創造する」（邦１００頁）。また、言説とは社会関係や社会構造を表すことだけではなく、これらを生起させる力も持っているとブルデューが言う。フーコーは、言説が現実に関する知識を濾過する機能をしていると言う。トムリンソン、ブルデュー、そしてフーコーの言説に関する議論を活かしサイードが述べる「東洋人」に関する「知識」を検討しなさい。
或いは　～
2． トムリンソン、ブルデュー、フーコーが言う言説と社会、国際権力との関係は、サイードの議論に当てはまる。４人の著者によると、言説が社会関係、国際関係を構築していく。そして、サイードが言うように、「オリエンタリズム」は「情報と管理のダイアレクティク」となる。４人の著者による説明における「言説の力」と、「オリエンタリズム」との関係を検討しなさい。
